
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※令和７年４月１日から使用できます。 

※医療機関等の窓口で、健康保険証等と一緒に

提示していただくことで、医療費の自己負担

がなくなります。 

※受給資格証が使えない場合もございますの

で、詳しくは裏面をご覧ください。 

 

 

  

▶

0 歳から 18 歳に達する日以後最初の 3 月 31 日までの子どもが対象となります。 

 

▶
入院・通院の医療費（保険診療による自己負担額）の窓口での支払は不要になります。 
※県外での受診等の場合は、窓口で一旦負担後、医療費助成の申請を行っていただく必要がございます。 

有効期間が「18 歳に

達する日以後最初の

3 月 31 日まで」にな

っています。 

健康保険に加入している子ども 

※１８歳到達年度の３月３１日まで 

保険診療による入院・通院の自己負担分 

※医科、歯科、薬局、柔整、訪問看護、鍼灸など 

郵送した申請書に必要事項を記入し、窓口または返

信用封筒で返送にてご提出ください。 

 
令和７年３月頃に新しい受給資格証（クリーム色）

を発送します。 

令和７年３月 31 日までは、現在の受給資格証（桃

色）をご利用ください。 



  

▶問い合わせ先 

江北町役場 健康福祉課 福祉係  ☎0952-86-5614（直通） 

● 氏名や住所、健康保険証が変わったときは必ず届け出てください。 

● 高額な医療費が見込まれるときは、事前に加入している健康保険組合にて限度額適用認定

証の手続きを行ってください。 

以下に該当する場合は、役場窓口にて医療費助成の申請を行ってください。 

● 県外の医療機関を受診したとき 

● 治療用装具（メガネ、装具等）を購入したとき 

…医師の指示書（証明書）、領収書、健康保険からの支給決定通知書が必要です。 

● 整骨院等を受診したとき 

…申請書に証明をもらい、役場窓口に提出してください。 

県外の医療機関を受診したときは、原則、上記のとおり償還払いの申請が必要となりますが、

例外として、就学前の子どもは県外６医療機関（久留米大学病院、聖マリア病院、福岡市立こ

ども病院、佐世保市立総合病院、佐世保共済病院、九州大学病院）で、就学後の子どもは県外

２医療機関（聖マリア病院、久留米大学病院）で受給資格証が利用できます。 

その場合、一部負担金（※）を医療機関窓口で支払った後、役場窓口にて償還払いの申請を行

ってください。（聖マリア病院、久留米大学病院は窓口負担も不要。） 

※一部負担金 【入院】1 医療機関上限 1,000 円／月 

       【通院】1 医療機関上限  500 円／月 2 回まで（3 回目以降無料） 

       【調剤】無料 

学校など（授業中や部活動、登下校中など）でケガをした場合、日本スポーツ振興センターの

災害共済給付金が優先されますので、受給資格証は使用しないでください。 

医療機関を受診される前に必ず学校の先生などへ確認してください。 

①及び②を満たす場合、 

災害共済給付の対象となります。 

①学校管理下においてのケガで受診する 

②医療費の総額が 5,000 円（※）以上である 

※窓口負担額は 3 割または 2 割 


